
統計モデリング入門

実は分かっていないけど
仕事で一番使う”線形回帰“を
懇切丁寧に

MathWorks Japan
吉野紘和, Special thanks to 王暁星



2

Agenda
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理論編 (1)

▪信頼区間と予測区間
–イントロ + 線形回帰とは
–モデル推定手法
–信頼区間と予測区間の違い
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理論編 (1)

▪信頼区間と予測区間
–イントロ + 線形回帰とは
–モデル推定手法
–信頼区間と予測区間の違い
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• t値, p値

• 決定係数

• 情報量基準, AIC

• 標準誤差 (SE)

モデル選択

• ウィルキンソン
の表記法

• stepwise

• 正則化

モデル作成

線形回帰分析のワークフロー

• 多重共線性

• corrcoef

• collintest

• corrplot

• 相互相関

• xcorr

• crosscorr

データのチェック

• zscore

• normalize

• LiveTask 活用

正規化/標準化
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スプレッドシートデータから燃費を推論するモデルを構築

▪ MPG を他の6つの予測子から推論
– Weight: 重量

– Acceleration: 加速度

– Horsepower: 馬力

– Cylinders: 気筒数

– Displacement: 排気量

– Model_Year: 車体年式

ＭPG ＝Miles Per Gallon (燃費: km/Litter のようなもの) 

欠損値
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開発環境へのデータのインポート

▪ データインポートアプリ

– マウス操作でファイルから
データをインポート

– MATLABコード自動生成
▪ 関数化

▪ スクリプト化

データインポートアプリ

https://app.highspot.com/embedded_content/b214e4525099eb03bd9131be91fd9f33e7a4767a?overlay=true
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前処理における試行錯誤を高速化する “LiveTask”
前処理パラメータの変更を即反映

• データサイエンスで必要な“タスク”を半GUIで実現 • MATLABコードも自動生成

https://app.highspot.com/embedded_content/6351bfb8f0519c2e5f7a59642ba4b4e8eb290a35?overlay=true
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Clean Outlier Data
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Remove Trends
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27の Live Task がコーディングの可能性を広げる
前処理パラメータの変更を即反映 & 作業の再利用のためのコードも提供
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Engineering と Science を加速する

本質的な課題
非本質的作業:

プログラミング、ライブラリ間の繋ぎ合わせ、
ツール間の整合性、実装、バージョン管理、知財…

本質的な課題 + α
最小限の

非本質的作業

Accelerating the pace of Engineering and Science
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表計算ソフトレベルの単回帰は”秒”で片づける

▪ 単回帰
– 説明変数が1つのもの

– 燃費を車両重量で回帰

▪ MATLAB plot関数

– 多項式、スプライン等の基本関数近似

– 残差プロットあり

– MATLAB コード自動生成

– 最小2乗線を最速で引く
▪ refline

plot関数 > ツール > 基本的な近似

https://app.highspot.com/embedded_content/43f9cf239359619ff2d8811652a396cb7df13efd?overlay=true
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理論編 (1)

▪信頼区間と予測区間
–イントロ + 線形回帰とは
–モデル推定手法
–信頼区間と予測区間の違い
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線形回帰モデルとは

▪ 𝑁 個 (次元)の観測

▪ 𝑀 + 1次元の係数

▪ 正規分布に従う
𝑁 次元ノイズ

説明変数行列

回帰係数
ベクトル

応答変数 ノイズ

応答 (目的) 変数が予測子 (説明変数) の線形結合
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線形回帰モデルとは

1. 各々の成分が正規分布に従う

2. 各々の成分の相関はゼロ

...

...
1. 2.
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線形回帰モデルを作成
ウィルキンソンの表記法

燃費を車両重量で(単)回帰

ウィルキンソンの表記法

データ モデル指定

線形回帰モデル
オブジェクト
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ウィルキンソンの表記法まとめ

モデル内の予測子項 ウィルキンソンの表記法

切片 1

切片なし –1

x1 x1

x1, x2 x1 + x2

x1, x2, x1x2 x1*x2 または x1 + x2 + x1:x2

x1x2 x1:x2

x1, x1
2

x1^2

x1
2

x1^2 – x1

詳細はこちら

https://jp.mathworks.com/help/stats/wilkinson-notation.html


17

デモンストレーション
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Demo.1: 従来の “線形回帰” の作業

1. ライブタスクを使った前処理

2. refline

3. 線形回帰モデルの作成

4. 信頼区間のプロット

5. ある値における推論

@3000kg

https://app.highspot.com/embedded_content/0ca00efed67dd4a9efa821ad941f5a9ab3e28566?overlay=true
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線形回帰モデルから分析をする

▪ plot(LM_model)

表示される赤い線3本 – 信頼区間

▪ feval(LM_model,x)

でモデルを xにおいて評価

Q: 信頼区間とは何でしょうか ?
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理論編 (1)

▪信頼区間と予測区間
–イントロ + 線形回帰とは
–モデル推定手法
–信頼区間と予測区間の違い
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線形回帰モデルの推定

▪ 最小二乗法 ▪ 最尤推定法

最小二乗法 = 最尤推定法 + “ノイズ~正規分布”

を最小化

二乗誤差

を最大化尤度

平均 分散共分散行列
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線形回帰モデルの推定イメージ

▪ 最小二乗法 ▪ 最尤推定法

パラメータが与えられた時に手持ちの
データが得られる確率 (尤度) を最大化

残差を最小化する
パラメータを探索

統計学に基づく
多くの情報を得られる

https://app.highspot.com/embedded_content/e9bd9596d12f5ff421be0aeead65485aa5b5cf0f?overlay=true
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線形回帰モデルの推定イメージ (Cont.)

線形回帰モデル内のパラメータを推定する

平均値 分散値

統計学に基づく
多くの情報を得られる

https://app.highspot.com/embedded_content/488884d98e125836a2fa4c2b21e2d9b0ae395ab3?overlay=true
https://app.highspot.com/embedded_content/e9bd9596d12f5ff421be0aeead65485aa5b5cf0f?overlay=true
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理論編 (1)

▪信頼区間と予測区間
–イントロ + 線形回帰とは
–モデル推定手法
–信頼区間と予測区間の違い
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信頼区間と予測区間

▪ 信頼区間 / Confidence Interval (95%)

– 同じ手順でモデル構築を100回繰り返した際、95個のモデルの信頼区間

に真の値が含まれる (毎回異なる信頼区間が作られることに注意)

– 再度データを取得した際に収まる範囲を示しているわけではない

真のモデル

今回の推定モデル

信頼区間の幅の源

真のモデルを含まない
真のモデルを含まない
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信頼区間と予測区間 (Cont.)

▪ 予測区間 / Prediction Interval

– もう1度データを取得した場合、測定ノイズ分の不確かさも考慮して、

データがどのくらいの範囲に収まるかを表す。

– モデルの不確かさ＋測定の不確かさ

– 区間がより広くなる

予測区間の幅の源
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信頼区間と予測区間 (Cont.)

パラメータの推定値は正規分布に従う確率変数

パラメータの推定値の解析解

確率変数 = あるルールの下でばらつく数

(1)

信頼区間: (1) のばらつき

(2)

予測区間: (2) のばらつき

𝛽
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信頼区間と予測区間 (補足)
分散の不変推定量の確率密度分布

不変推定量



29

信頼区間と予測区間 (補足)
信頼区間

t 分布に従うため
ここから信頼区間が評価できる

Note that 



30

信頼区間と予測区間 (補足)
予測区間

t 分布に従うため
ここから信頼区間が評価できる
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信頼区間と予測区間 (補足)
”幅が広がる”直感的理解

信頼区間

予測区間

評価したい
信頼区間

評価したい
予測区間
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デモンストレーション

linear_mdl
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Demo.2: 予測区間を手に入れる

https://app.highspot.com/embedded_content/a42fde333e1e130882e6d4fe619458b2c4ede319?overlay=true
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Demo2’: 予測区間を手に入れる

▪ 曲線近似アプリ
– 曲線、曲面の近似

– 残差表示

– 各種統計量も計算

– MATLAB コード自動生成

曲線近似アプリ

Curve Fitting Toolbox

https://app.highspot.com/embedded_content/87556fe90dbdd6b2896936e01038350f698e63e7?overlay=true
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理論編 (1) まとめ

▪ LiveTask で効率的なデータの前処理

▪ plotの基本機能で関数近似機能 & コード生成が可能

▪ fitlmを使ってウィルキンソンの表記で線形回帰モデルを作成

▪ 信頼区間と予測区間の違いに要注意

▪ モデルから次のデータ予測する場合は、予測区間を使いましょう
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理論編 (2)
▪ モデルの選択方法は?

–決定係数と AIC

–SE, t値, p値

▪ 脆い線形回帰
–多重共線性
–データの標準化
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理論編 (2)
▪ モデルの選択方法は?

–決定係数と AIC

–SE, t値, p値

▪ 脆い線形回帰
–多重共線性
–データの標準化
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表計算ソフトではこんなことができるけど .... 

fitlm

y = 1E-06x2 - 0.0152x + 58.905

R² = 0.7439
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000

2次関数でのデータ近似
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線形回帰モデルとは (定義再掲)

応答 (目的) 変数が予測子 (説明変数) の線形結合

これも線形回帰モデル!

𝑖

𝑖
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これも線形モデル？

Tip: 未知パラメータについての線形結合になっているか確認すればいい
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決定係数
モデルの当てはまりの良さの指標

予測値による変動

総変動

>> mdl = fitlm(tbl,”y~1+x”)
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1次モデル vs 3次のモデル – 決定係数は高次のモデルが有利?!

MPG~1+Weight MPG~1+Weight^3

• 平方根二乗誤差 (RMSE) = 4.12

• 決定係数 ( 𝑅2) = 0.748

• 平方根二乗誤差 (RMSE) = 4.16

• 決定係数 (𝑅2) = 0.738

*MPG~1+Weight+Weight^2+Weight^3 と同義

*

1次関数 3次関数
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ウィルキンソンの表記法まとめ 2

[1]: Wilkinson, G. N., and C. E. Rogers. Symbolic description of factorial models for analysis of variance. J. Royal Statistics Society 22, pp. 392–399, 1973.

𝑊 = 𝛽0 + 𝛽1𝐻 + 𝛽2𝐻
2

𝑊 ~1 + 𝐻 + 𝐻2

𝑊 ~1 + 𝐻2

どちらも一緒!
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ゴミを加えても決定係数は大きくなる

乱数を加えた

MPG~1+Weight MPG~1+Weight+Var1

𝑅2 = 0.738 𝑅2 = 0.744
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自由度調整済み決定係数
パラメータ数で調整したモデルの当てはまりの良さ

実測値の自由度

誤差(残差)の自由度
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決定係数と自由度調整済み決定係数の関係

誤差(残差)の自由度

観測数
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1次モデル vs 3次のモデル – 赤池情報量基準 (AIC)

• 平方根二乗誤差 (RMSE) = 4.12

• 𝑅2 = 0.748

• 𝑅𝑎𝑑𝑗
2 = 0.74

• AIC = 531.1625

• 平方根二乗誤差 (RMSE) = 4.16

• 𝑅2 = 0.738

• 𝑅𝑎𝑑𝑗
2 = 0.735

• AIC = 530.9183

1次関数 3次関数

MPG~1+Weight MPG~1+Weight^3
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モデル選択に一般的に用いられる指標: 情報量基準

▪ 赤池情報量基準 (AIC): モデルの複雑さと、データのモデル適合度のバランスを取る統計量。デー
タが生成されたモデルと、推定したモデルの擬距離を指標にしているため、データの当てはまりよ
りも将来予測が上手く行くかどうかに注目した基準

▪ (注意) ネストしているモデル間の比較に用いることができる

対数尤度: モデル適合度の指標 自由パラメータ数
(今回は M+1)

ネストの関係

小さい方が良い!

(1)

(2) (2) が (1) を含む関係
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モデルの選択基準を指定して自動モデル選択
stepwiselm

▪ stepwiselm(tbl,”y~x”)

– 設定した指標を用いて最適モデルを探索

– SSE, AIC, BIC, Rsquared, AdjRsquared

▪ stepwise(X,y)

– GUI 機能

– SSE (F 統計量) が基準

– コードの自動生成対応

https://app.highspot.com/embedded_content/bc93d3b82d19cc608a3887f73f251d6de564b64e?overlay=true
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デモンストレーション
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Demo.3: 情報量基準、対数尤度などの確認方法

https://app.highspot.com/embedded_content/ece3afc3d498ad4d823186bd6d59b8a8406877d3?overlay=true
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理論編 (2)
▪ モデルの選択方法は?

–決定係数と AIC

–SE, t値, p値

▪ 脆い線形回帰
–多重共線性
–データの標準化
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デモンストレーション
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Demo.4: 重回帰分析

https://app.highspot.com/embedded_content/ca3c5207cb0704d8a4fe202b51c992b9d416a3de?overlay=true
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どちらの方が良いモデル? @重回帰分析

MPG~1+Weight+Model_Year MPG~1+Weight+Model_Year+Horsepower

Horsepower を含むモデルHorsepower を含まないモデル

SE, tStat, pValue 結果を正しく解釈せよ
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各種統計量の見方 – SE (Standard Error, 標準誤差)

SE: 共分散行列の各要素の平方根

SE

SE が小さければ、推定パラメータが真値に近いかな? と思える

SESE

正規分布
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各種統計量の見方 – tStat, pValue (t値, p値)

2.5% 2.5%

t 分布

• パラメータをゼロとして検定 (帰無仮説)

• 分散をその不変推定量で代用するため、
現実的には t 分布を使って検定する (t 検定)

𝑝 × 100 %

𝑝

有意水準よりpValue が小さい (tStat の絶対値が大きい) 場合は、パラメータが有意である

有意水準
(5%)
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よく分からなかったけど結果だけ持っていきたい方に

1. SE:

✓ 真の β に近いかも度, モデルの自信あり度

2. t値: 

✓ 対応する β が意味あるか(ゼロじゃない) 度

3. p値:

✓ 対応する β が意味あるか (ゼロじゃない) 度おススメ

※厳密性に欠けます
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理論編 (2)
▪ モデルの選択方法は?

–決定係数と AIC

–SE, t値, p値

▪ 脆い線形回帰
–多重共線性
–データの標準化
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脆い線形回帰モデル
モデルが悪化?!

MPG~1+Weight+Model_Year MPG~1+Weight+Model_Year+Horsepower

Horsepower を含むモデルHorsepower を含まないモデル

全体的に “悪化” した根本的理由は?

AIC = 465.9510AIC = 464.8753
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脆い線形回帰モデル (Cont.)
多重共線性

この2つが ”すごく似ている” とする

• 一方の定数倍
• 相関が高い

• 多重共線性があるという

求める解が

• 一意に決まらない

• フラフラする

• ノイズに負ける

𝛽𝑎, 𝛽𝑏 に決めかねる

不安定な解

𝛽𝑎

𝛽𝑏

𝒚

𝑋

𝑋

観測空間
解空間



62

脆い線形回帰モデル (Cont.)
多重共線性

例えば

不安定な解

多重共線性を持つ
(マルチコ)

𝑥1

𝑥2

特徴量間での高い相関

• モデル推定が不安定になる

• SE (標準誤差) 等に数値として発現

• 増幅されたノイズがモデルに影響𝑋
Multi-collinearity
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脆い線形回帰モデル (基礎習得者向け)
増幅するノイズ

特異値分解 (SVD) を実行 𝛽𝑎

𝛽𝑏

𝒚

𝑋

𝑋

観測空間

• 𝛾 ≈ 0が必要

推定値に増幅したノイズがのってくる
(真の値から大幅にズレる可能性がある)

解空間
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脆い線形回帰モデル (Cont.)
説明変数間の相関係数を確認

▪ Weight vs Horsepower
– 相関係数 = 0.87

▪ corrcoef(array)

– 相関係数を計算

▪ Heatmap()

– ヒートマップを作製

▪ corrplot()

– 相関係数の計算 + ヒートマップ作製

Econometrics Toolbox

Weight Horsepower
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脆い線形回帰モデル (Cont.)
多重共線性対策案

▪ 対策1: 正則化を取り入れたモデル
– lasso (Elastic Net)

– ridge

– ロバストなモデルを構築できる

– 所謂、過学習対策

▪ 注意
– 正則化パラメータを決める必要あり

– 不偏推定量は得られない

▪ 対策2: 変数間相関を予め除去
– corrplot 関数: 相関係数プロット

– Collintest 関数: 

Belsley Collinearity diagnostics

▪ ポイント
– 経験が必要

Condition Indices

• >15: can be

• > 30: strong

Econometrics Toolbox
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理論編 (2)
▪ モデルの選択方法は?

–決定係数と AIC

–SE, t値, p値

▪ 脆い線形回帰
–多重共線性
–データの標準化
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データの標準化

MPG~1+Weight+Cylinders MPG~1+Weight+Cylinders
[kg] [ton]

▪ 数値のスケールが異なると、SE や推定値
にも影響が出る

– 数値を事前に標準化しておくのがお作法

– zscore, normalize 関数

– LiveTask から “データの正規化”

https://app.highspot.com/embedded_content/02a51ee6ec6901bb77c6ec6f42baeda344d473c3?overlay=true


68

理論編 (2) まとめ

▪ モデルを評価するための代表的な指標を紹介

– 決定係数, 自由度調整済み決定係数

– 情報量基準, e.g., AIC, BIC ...

– SE, p値, t値 ... 

▪ 説明変数の多重共線性を排除してからモデルを作成しよう

▪ データの標準化はまず行うべきお作法

– LiveTask がお勧め!
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実践編

▪理論編の総復習
▪交差相関にご用心
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実践編

▪理論編の総復習
▪交差相関にご用心
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住宅販売数の予測モデルを作成

応答 説明変数 (予測子)
▪ Sales (販売数) を3つの予測子から推論

– Income: 所得

– Households: 世帯数

– Roads: 道路数

▪ 各数値は標準化済み

時系列
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説明変数間の相関性 (多重共線性) のチェック

corrplot corrcoef + heatmap

Econometrics Toolbox

Statistics and Machine Learning Toolbox
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モデル作成 & 指標確認
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実践編

▪理論編の総復習
▪交差相関にご用心
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交差相関とは
時間軸に沿った信号間の相関を発見

ラグの分だけデータをshift

𝑥𝑛

𝑦𝑛

ラグ

▪ 時間軸に沿った信号間のズレ(相関)を発見
– xcorr: 交差相関を計算

– crosscorr: 交差相関を計算 & その検定を実行

▪ データをラグ分シフトして解析を続行

Econometrics Toolbox

https://app.highspot.com/embedded_content/b4262507e107d038d063dd9d44fccad2a1e1ebaa?overlay=true
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データのシフト前後のモデルを比較

シフト無し シフト有り

• 𝑅2 = 0.406, SE 大
• 𝑅2 = 0.916, SE 小
• Roads の p値 98% >> 不要

不要!?
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実践編まとめ

▪ 線形回帰モデルは
時系列モデリングではない

– ラグがあると情報を拾うことが

できない

– 交差相関を活用し、データ間のラグ

を事前に除去してモデルを作成する

▪ 交差相関

– crosscorr関数を実行すると、

相関の検定も実行してくれる

https://app.highspot.com/embedded_content/fd034d14dec5ebf765469b30f218b0d44f369068?overlay=true
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• t値, p値

• 決定係数

• 情報量基準, AIC

• 標準誤差 (SE)

モデル選択

• ウィルキンソン
の表記法

• stepwise

• 正則化

モデル作成

線形回帰分析のまとめ

• 多重共線性

• corrcoef

• collintest

• corrplot

• 相互相関

• xcorr

• crosscorr

データのチェック

• zscore

• normalize

• LiveTask 活用

正規化/標準化

モデルに命を吹き込んで、ビジネスに貢献する
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Excel 連携

▪ Excel アドイン
– MATLAB グループメニューから MATLAB 機能に

アクセス

▪ MATLAB 関数の利用

– Excel から直接 or VBA マクロをを介して MATLAB の

組み込み関数や、カスタム関数を実行可能

– E.g.,  = MLPutMatrix(“A”,C10)

▪ Excel と MATLAB 間でデータ交換

– MATLAB グループメニュー、VBA マクロ、

Spreadsheet Link ツールバーを使用して、

双方向にデータを転送

Excel での MATLAB の使用 - Spereadsheet Link™

Spreadsheet Link

https://jp.mathworks.com/help/exlink/index.html?s_tid=CRUX_lftnav
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2クリックで *.exe作成 & 配布

▪ MATLABプログラムからの
– スタンドアロンアプリ作成

– Webアプリ作成

– Excelアドイン作成

▪ 暗号化されたコード
– 配布は無料

“10行でできるディープラーニング”

(1) スクリプト指定 (2) クリック & 待つ

MATLAB Compiler™

https://app.highspot.com/embedded_content/6e106692c94285a4763a393cd3aafd004b2c6c79?overlay=true
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Excel ユーザーにも高度な計算を提供

▪ Runtime を用いた幅広い展開性
– スタンドアロン / Web アプリ化

– MapReduce 及び Spark ビッグデータアプリケーション化

– Microsoft® Excel® アドインのパッケージ化

– Docker イメージのパッケージ化

▪ Microsoft Excel アドイン

– Excel 用のカスタム関数を MATLAB プログラムから作成

– 既存の Excel 関数と同じようにカスタム関数にアクセス

Excel Add-in として MATLAB コードをパッケージ化

MATLAB Compiler

MATLAB Web 

App Server

MATLAB 

Web App

Excel
Add-in

Hadoop/

Spark.exe

(1) スクリプト指定 (2) クリック & 待つ
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エンジニア・研究者のための GUI 作成アプリ

▪ 外部へのアプリ配布の方法

– スタンドアロンアプリ

– Webアプリ

▪ コンポーネント配置でアプリ作成

– コンポーネントライブラリ

– コールバック関数

App Designer

MATLAB Compiler™

MATLAB Compiler™

MATLAB Compiler

https://app.highspot.com/embedded_content/f257b89661216c6191633f71f833c9ab04031cde?overlay=true
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成果物をウェブアプリとして展開

アプリを作成 ホストし、アプリを共有 アクセスし、アプリ実行

MATLAB Web App Server

App Designer MATLAB Web App Server

https://app.highspot.com/embedded_content/35108dfb9b26e44feae6dec3e765967eaa7d0083?overlay=true
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デモで使用したツール

▪ MATLAB
– heatmap

– LiveTask - normalize

– corrcoef

– xcorr

▪ Statistics and 

Machine Learning Toolbox
– zscore

– fitlm,stepwise

– etc...

▪ Econometrics Toolbox
– corrplot

– collintest

– corrplot

▪ Curve Fitting Toolbox
– 曲線近似アプリ

• 複数モデルの比較
• ハイパーパラメータ最適化
• 並列計算にも対応
• コード生成

Parallel Computing Toolbox

回帰学習器アプリ

https://app.highspot.com/embedded_content/8708e880477f739654eb4325dbe8a7779bd7ff42?overlay=true
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無償トレーニングコースでスキルをランプアップ

• ウェブブラウザで動作
• 使い方 & 理論の入門

詳細はこちら

https://matlabacademy.mathworks.com/jp/?s_tid=gn_trg_cosp#getting-started
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データ解析のプロになる基礎トレーニングコース (有償)

この 2 日間コースの受講により、MATLAB と Statistics and Machine 

Learning Toolbox を使用して統計解析を行うために必要な関数の使い方を体
系的に幅広く習得できます。基本的かつ重要度が高いと考えられる一連の統
計的手法 (分布近似、仮説検定、分散分析、回帰、次元削減など) を題材とし
ています。例題と演習ではデータのインポートと整理を行った後、各手法を
実行して MATLAB と Statistics and Machine Learning Toolbox で提供される
機能の使い方を学べます。

• データのインポートと整理
• データの調査

• 分布
• 仮説検定
• 分散分析

• 回帰
• 多次元データの取り扱い
• 乱数とシミュレーション

MATLAB による統計解析
トレーニングの詳細

次回 5/19, 20

MATLAB による統計解析

自己学習コースもあり*

*要包括契約+Online Training Suite

AI 4days

• 機械学習アルゴリズム・理論入門 (2 days)

– 代表的なアルゴリズムと理論の座学

– AI 仮想プロジェクト実習

• 回帰分析 – 統計/機械学習/深層学習 (2 days)

– 回帰分析の理論の座学

– 仮想プロジェクト実習

MathWorks Japan
限定トレーニング

次回 6/16, 17

次回 6/23, 24

不定期開催

https://jp.mathworks.com/training-schedule/statistical-methods-in-matlab.html
https://matlabacademy.mathworks.com/jp/?s_tid=gn_trg_cosp


Python

MATLAB

×

Python

MATLAB

×

YouTube

YouTube

https://youtu.be/1YOVQXskbmA
https://youtu.be/OusHF3EdtZk
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MATLAB Answers

• MATLAB Answersの特徴

• 技術的な内容に関するQ&Aコミュニティサイト

• 過去十数万件のQ&Aの検索/閲覧及び投稿が可能

• MathWorksスタッフも回答

• MATLAB Answersのメリット

• ご自身でドキュメントを調べるより

時間の短縮になる

• 過去の回答から学ぶことが可能

• 他ユーザー視点からの回答の参照が可能

ユーザーによるQ&Aコミュニティサイト。
お困りごとがあれば過去の回答が確認でき、ご自身の学習にも使えます

YouTube: 正しい疑問の解決の方法

https://youtu.be/qDoNl6iJFrk
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➢ 2月16日(水)14:00-

初心者歓迎！シナリオ毎に学ぶMATLAB

テキストマイニング最前線

詳細確認＆
登録はこちら

2月の関連セミナー告知

➢ 2月22日(火)14:00-

現場から学ぶ！データサイエンスからみた
予知保全手法の体系化

詳細確認＆
登録はこちら

ハイライト
• 予知保全のための統計手法俯瞰
• 前処理として故障現象のモデル化
• データ解析人材育成のためのヒント

ハイライト
• アンケート解析
• 大規模テキスト
• 将来予測
• GPT-2, BERT
• 成功事例

https://jp.mathworks.com/company/events/webinars/upcoming/learning-the-latest-text-mining-with-matlab-for-each-scenario-3640535.html
https://jp.mathworks.com/company/events/webinars/upcoming/predictive-maintenance-methods-from-the-perspective-of-data-science-3640900.html


>> clear;

>> disp(“ご清聴ありがとうございました!”);

>>

>> x=[-2:.001:2];

>> y=(sqrt(cos(x)).*cos(200*x)+ ...

sqrt(abs(x))-0.7).*(4-x.*x).^0.01;

>> plot(x,y);

>>𝑓𝑥


